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6
税理士事務所、会計事務所向けに相続・贈与における
土地評価のサポートを行っており、同族会社間取引時の
鑑定評価を多数行う他、財産評価基本通達の規定では
時価よりも高く算出されてしまう無道路地などの鑑定
評価、特殊な土地評価のサポート実務を全国で展開して
いる。全国の税理士会等での研修講師実績多数。

講師：
2025 年

火９ １０
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来場形式の他、ZOOMリアルタイム配信、動画提供でのご受講も可能！

１２

市街地山林の評価方法を実例を交えて解説！

市街地の中にある山林をどう評価すべきか――
実務で迷いやすいこのテーマを２時間でわかりやすく解説いたします！

１号館（401）

過大評価しない市街地山林の評価実務

・相続土地評価を正しく行いたい方

・市街化区域の山林評価に迷ったことがある方

・市街地山林が多い地域からの案件がある方

市街地山林を「純山林」として評価することで、納税者に有利な評価額が得られる

ケースもあります。しかし、誤った判断は、税務否認・トラブルの原因に…。

そこで、本セミナーを受講すれば、市街地の中の傾斜地について具体的な評価手順を

理解でき、適正な時価として純山林評価すべき傾斜地を見分けられるようになります！
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１．市街地になぜ傾斜地が残っているのか
２．市街地の中にある傾斜地のパターン
３．財産評価基本通達による市街地山林の評価方法
４．宅地と地続きの傾斜地の評価はまず評価単位の判定から
５．面積が広大な傾斜地は広大地に該当するか検証する
６．市街地山林を純山林評価する場合は２通りある
７．土砂災害警戒区域等との関係
８．市街地山林を評価する際の実務手順
９．市街地山林の純山林評価の実例

このような方にオススメ


